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明治6年に開設された大阪府営住吉公園は、2023年に
開設150年を迎えます。「住吉公園 歴史探訪」では、住
吉公園150年記念事業として住吉公園の歴史をたど
り、開設当初からどのように利用され、どのような変遷を
遂げてきたか、悠久の歴史に想いを馳せてみたいと思い
ます。
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住
吉
公
園
一
五
〇
年
記
念
事
業

明
治
期
の
住
吉
公
園
界
隈
と
潮
湯
館

　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
ま
で
、住
吉
公
園
が

開
設
し
た
住
吉
大
社
旧
境
内
の
周
辺
に
は
、

紀
州
街
道
を
中
心
に
し
て
料
理
屋
・
茶
屋
・

土
産
物
屋
な
ど
が
ひ
し
め
き
、大
坂
や
堺
へ

の
往
来
客
、住
吉
詣
の
参
拝
客
を
相
手
に
し

て
賑
や
か
に
繁
昌
し
て
い
ま
し
た
。当
時
の

街
道
筋
は
、境
内
の
町
屋
で
あ
っ
た
社
領
新

家（
現
・
住
吉
区
長
峡
町
）を
中
心
に
、北
は

住
吉
新
家（
現
・
住
吉
区
東
粉
浜
）、南
は
安

立
町（
現・住
之
江
区
安
立
）ま
で
町
屋
が
続

い
て
い
ま
し
た
。そ
の
賑
や
か
な
様
子
は
十

返
舎
一
九『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』に
も
特
筆
さ

れ
ま
す
。

　

此
と
こ
ろ
の
名
物
は
、金
魚
・
酢
蛤
・ご

ろ
ご
ろ
煎
餅・唐
が
ら
し・昆
布・竹
馬・糸

細
工
な
ど
商
ふ
家
、数
多
に
あ
る
中
に
、料

理
茶
屋
は
三
文
字
屋・伊
丹
屋・丸
屋
な
ん

ど
い
へ
る
が
、わ
き
て
客
の
絶
え
間
な
く
、

繁
昌
こ
と
に
云
ふ
ば
か
り
な
し
。

　
と
こ
ろ
が
、そ
の
繁
華
街
も
近
代
化
の
波

を
受
け
て
大
き
な
変
化
を
む
か
え
ま
し
た
。

明
治
十
八
年（
一
八
八
五
）十
二
月
の
阪
堺
鉄

道（
現
・
南
海
電
気
鉄
道
）開
通
や
、駕
籠
か

ら
人
力
車
へ
の
交
通
手
段
の
変
遷
が
あ
っ
た

た
め
、移
動
速
度
が
格
段
に
向
上
し
た
こ
と

で
往
来
客
の
休
憩
利
用
が
減
っ
て
ゆ
き
ま
し

た
。明
治
二
十
年
代
に
は
街
道
沿
い
の
商
店

が
衰
退
を
は
じ
め
、文
楽
・
歌
舞
伎
の
名
作

『
夏
祭
浪
花
鑑
』や
古
典
落
語
の『
住
吉
駕

籠
』な
ど
に
登
場
す
る
大
料
亭
は
、次
々
と

姿
を
消
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
存
続
し
た
の
は
、神
社
の
参

道
や
住
吉
公
園
の
内
外
に
あ
っ
た
茶
屋
で
し

た
。な
か
で
も
壮
大
な
規
模
を
誇
っ
た
の
は

公
園
西
に
あ
っ
た
潮
湯
館
で
す
。ち
な
み
に
、

潮
湯
と
は
海
水
を
沸
か
し
た
風
呂
の
こ
と

で
、禊
祓（
み
そ
ぎ
・は
ら
え
）の
信
仰
と
、海

水
の
薬
効
に
基
づ
く
湯
治
法
と
し
て
、古
く

か
ら
堺・住
吉
で
見
ら
れ
た
習
俗
で
し
た
。

　

明
治
三
十
一
年（
一
八
九
八
）六
月
に
発
行

さ
れ
た
刷
物『
住
吉
御
潮
湯
禊
舘
之
図
』に

よ
れ
ば
、住
吉
大
社・住
吉
公
園
を
背
景
に
、

高
燈
籠
に
南
隣
、十
三
間
川
に
面
し
て
潮
湯

館
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、広
大
な
敷
地
内
に

は
、四
階
建
の
楼
閣
、二
階
建
の
回
廊
式
母

屋
、池
や
庭
園
に
は
照
明
灯
が
設
置
さ
れ
て

1面 4面

『住吉御潮湯禊舘之図』 明治31年（1898）6月 住吉大社蔵
絵図上方には、生駒山地を背に住吉大社の社殿が整然とならぶ。中央には、街道に平行して松原を横切る線路があり、旧住吉新家にあった住
吉ステーションには阪堺鉄道の蒸気機関車「住江」号が煙をあげて停車する。なお、本図発行年の10月1日付で阪堺鉄道は南海鉄道（現・南
海電気鉄道）に事業譲渡されたが、奇しくも直前の様子を描いている。下方には、公園の松原中に茶屋とおぼしき建物が散在しており、汐掛道
を通じて旧高燈籠と長峡橋、十三間掘川に至る。そして、最も大きく描かれるのが禊舘である。域内には潮湯の湯屋と思われる建物のほか、住
吉浦の眺望を楽しんだであろう望楼を備えた四階建の高層楼閣、多数の座敷を有する二階建の回廊式母屋があり、松や桜の庭園には照明灯
が設置されたモダンな庭園であったことがうかがえる。（小出英詞）

昭和3年（1928）大阪都市計画図（住吉・住之江公園付近）

この図の出典：「住吉新地は菖蒲園へ移転　一ヶ月間の期限つきで　府当局から突如指令」 
  大阪朝日新聞　昭和９年６月２日付
（注） 大阪朝日新聞引用箇所の出典
「新公園道路―近く舗装に着手　住吉―住之江兩公園」 大阪朝日新聞　昭和7年3月10日付
参考文献
八尾修司：近代大阪における公園系統計画の策定過程とその計画思想
 京都大学大学院修士論文，2015

い
る
様
子
が
見
て
と
れ
ま
す
。ほ
か
に
も
、公

園
内
に
茶
屋
と
お
ぼ
し
き
建
屋
も
数
多
く

画
か
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
か
ら
、当
時
の
潮

湯
館
が
信
仰
・
健
康
・
遊
楽
を
目
的
と
し
た

大
規
模
レ
ジ
ャ
ー
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
ま
す
。な
お
、発
行
年
は
、大
坂
築
港
起
工

式（
本
紙
前
号
に
て
紹
介
記
事
）の
八
ヶ
月
後
で
、宝

之
市
神
事
の
復
興
の
四
ヶ
月
前
に
あ
た
り
、住
吉
公

園
が
遊
楽
地
と
し
て
注
目
を
浴
び
た
時
期
と
い
え
ま

し
ょ
う
。（
小
出
英
詞
）
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住
之
江
公
園
誕
生

　

住
吉
公
園
の
歴
史
的
経
過
を
語
る
の
に

住
之
江
公
園
の
誕
生
を
抜
き
に
は
語
れ
ま

せ
ん
。公
的
な
も
の
で
は
大
屋
霊
城
氏
の「
住

江
公
園
工
事
概
要
」（
昭
和
五
年
十
月
）に
詳

し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、住
之
江
公
園
が
誕
生
す
る
ま
で
は

第
二
住
吉
公
園
や
新
住
吉
公
園
と
の
記
載

も
み
ら
れ
ま
す
が
、こ
の
報
告
書
で
は「
住
江

公
園
」の
名
称
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
誕

生
の
理
由
は
、大
阪
市―

和
歌
山
市
間
を
連

結
す
る
当
該
地
区
の
道
路
、難
波
住
吉
線
の

大
阪
市
界
北
島
町
ま
で
の
延
伸
で
す
。本
道

路
は
当
時
、国
道
16
号
と
呼
ば
れ
、「
東
京
市

よ
り（
現
国
道
１
号
経
由
、大
阪
で
分
岐
）和

歌
山
県
庁
所
在
地
に
達
す
る
路
線
」で
あ

り
、大
正
九
年（
一
九
二
〇
）施
行
の
旧
道
路

法
に
基
づ
く
路
線
認
定
で
昭
和
二
十
七
年

ま
で
の
旧
十
大
放
射
路
線
に
あ
た
り
、ご
存

知
、現
在
の
国
道
26
号
で
す
。因
み
に
こ
の
路

線
は
、現
在
の
国
道
24
号（
当
時
15
号　

昭

和
五
年
）や
国
道
42
号（
当
時
41
号　

昭
和

二
十
年
）に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
道
路
計
画
に
よ
る
公
園
の
貫
通
と
い

う
事
態
は
、当
時
、全
国
の
運
動
公
園
の
先

進
事
例
と
も
い
わ
れ
た
そ
の
運
動
場
を
廃
止

せ
ざ
る
を
得
な
い
結
果
で
あ
り
、そ
の
代
償

と
し
て
の
機
能
の
充
実
を
目
途
と
し
て
拡

張
、新
公
園
が
提
案
さ
れ
誕
生
に
至
っ
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。興
味
深
い
新
公
園
の
規

模
や
位
置
、ま
た
そ
の
施
設
計
画
に
つ
い
て

は
大
阪
府
公
園
調
査
委
員
会
に
付
議
さ
れ

て
お
り
、大
正
十
四
年（
一
九
二
五
）三
月
に

府
議
会
へ
の
報
告
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
内
容
に
関
し
て
は
、大
阪
府
公
園

Ｏ
Ｂ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
荒
木
美
喜
男
氏
が

「
住
之
江
公
園
の
建
設
と
そ
の
後
の
経
緯
に

つ
い
て
」と
し
て
資
料
に
ま
と
め
ら
れ
、府
会

議
事
録
な
ど
の
報
告
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、大
正
十
四
年
の
新
市
域

拡
張
を
受
け
、昭
和
三
年
五
月
に
、都
市
計

画
大
阪
地
方
委
員
会
は
内
務
省
の
審
議
を

経
て
、「
総
合
大
阪
都
市
計
画
」の
公
園
計
画

と
し
て
大
公
園（
面
積
三
千
坪 
一ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
）三
十
三
ヶ
所
、小
公
園
十
三
ヶ
所
、

公
園
道
路
十
二
線
を
都
市
計
画
決
定
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
つ
形
で
、住
之
江
公
園
は
昭

和
二
年
十
月
十
八
日
に
起
工
さ
れ
、昭
和
五

年
十
月
十
八
日
竣
工
、工
費
は
六
十
九
万
円

で
し
た（
今
の
価
格
に
し
て
約
十
億
円
に
相

当
し
ま
す
）。報
告
書
に
は
、公
園
の
全
景
が

示
さ
れ
た
航
空
写
真
や
十
六
枚
の
写
真
、工

事
後
予
想
図
と
し
て
の
パ
ー
ス
が
挿
入
さ
れ

て
お
り
、当
時
を
知
る
貴
重
な
資
料
だ
と
い

え
ま
す
。

　
一
方
で
、住
吉
公
園
は
東
側
を
南
海
鉄
道

線
路
に
、西
側
を
新
設
大
阪
都
市
計
画
路
線

に
よ
り
三
分
さ
れ
、公
園
機
能
が
低
下
し
た

こ
と
か
ら
、園
内
の
一
部
の
官
有
地
の
払
下

げ
を
求
め
、そ
の
売
却
代
金
を
以
て
住
之
江

公
園
新
設
の
財
源
に
当
て
よ
う
と
し
ま
し

た
。し
か
し
、こ
の
用
地
取
得
に
は
府
独
自
に

二
十
万
円
を
公
園
積
立
金
よ
り
、十
五
万
円

は
一
般
会
計
の
投
入
よ
り
計
三
十
五
万
円
を

計
上
さ
れ
、当
該
新
設
土
地
関
係
者
の
濱
田

甚
兵
衛
及
び
大
塚
別
途
会
社
の
協
力
を
得

て
大
正
十
五
年
内
に
用
地
の
買
収
完
了
を

見
ま
し
た
。ま
た
、工
費
二
十
五
万
円
に
つ
い

て
は
、十
五
万
円
が
南
海
鉄
道
株
式
会
社
、

六
万
円
は
阪
堺
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
寄

付
に
よ
り
、そ
の
他
は
公
園
改
良
費
よ
り
支

出
し
た
、と
あ
り
ま
す
。

　
大
阪
市
は
過
密
化
と
ス
プ
ロ
ー
ル
化
と
い

う
都
市
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、大
阪
湾
部

は
低
湿
な
水
田
地
帯
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
一
帯
で
、土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
地

域
開
発
に
よ
る
地
価
の
高
騰
も
想
定
さ
れ

ま
し
た
。住
之
江
公
園
は
そ
れ
ま
で
の
官
有

地
な
ど
の
土
地
の
無
償
使
用
と
は
異
な
り
、

用
地
取
得
を
前
提
と
し
た
た
め
、事
業
費
増

を
抑
え
る
こ
と
も
含
め
て
新
公
園
の
早
期
建

設
の
追
い
風
と
な
り
ま
し
た
。公
園
西
側
に

接
す
る
新
阪
堺
線（
阪
堺
電
鉄　
南
海
鉄
道

阪
堺
線
の
路
線
の
区
別
の
呼
称
）は
昭
和
二

年
十
月
に
芦
原
橋―

三
宝
車
庫
前
が
開
通
、

住
之
江
公
園
駅
も
開
設
さ
れ
、堺
市
内
を
事

業
区
域
と
し
て
浜
寺
駅
の
区
間
ま
で
営
業

し
ま
し
た
。ま
た
、本
路
線
は
南
下
し
て
大
和

川
公
園
に
連
絡
し
、公
園
道
路
の
性
格
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。公
園
道

路
と
い
え
ば
、住
吉
公
園
と
住
之
江
公
園
を

結
ぶ
も
の
が
、当
時
の
大
阪
朝
日
新
聞
に
お

い
て「
住
吉
川
に
長
狭
三
十
間
幅
二
間
の
橋

梁
を
架
橋
し
新
公
園
と
住
吉
公
園
の
八
丁

の
間
を
八
間
幅
の
並
樹
道
路
を
通
じ
て
連

絡
を
図
る
こ
と
と
な
っ
て
ゐ
る（
注
）」と
示
さ

れ
て
お
り
、昭
和
七
年
三
月
に
は
、住
吉
駅
か

ら
高
燈
籠
ま
で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
自
動

車
専
用
道
路
と
し
て
工
事
完
了
し
た
旨
が

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
も
公
園
と
公
園

を
結
ぶ
公
園
道
路
の
発
想
に
基
づ
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、面
白
い
話
が
あ
り
ま
す
。住
吉

公
園
の
運
動
場
が
廃
止
さ
れ
、住
之
江
公
園

の
運
動
場
は
プ
レ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
と
い
う
公

園
の
施
設
ら
し
い
位
置
づ
け
で
し
た
。大
阪

市
に
は
当
時
、築
港
の
市
立
運
動
場
が
あ
る

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、

大
屋
霊
城
氏
は
、「
築
港
の
市
立
運
動
場
は

ス
タ
ヂ
ュ
ー
ム
で
あ
っ
て
公
園
で
は
な
い
。ス

タ
ヂ
ュ
ー
ム
は
市
の
ス
ポ
ー
ツ
の
代
表
施
設

で
、そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
も

の
で
あ
る
が
、多
目
的
使
用
の
プ
レ
イ
フ
ィ
ー

ル
ド
の
よ
う
な
公
園
施
設
は
一
つ
や
二
つ
で

も
足
り
ぬ
。第
三
、第
四
、第
五
の
住
之
江
公

園
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
が
必
要
」と
述
べ
て

い
ま
す
。（
繁
村
誠
人
）
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「
住
吉
名
所
之
図
」（
住
吉
大
社
御
文
庫
所
蔵『
絵
本
直
指
宝
』よ
り
）

　

本
図
は
、住
吉
大
社
と
周
辺
の
景
観
を
描
い
た
社
景
図

で
、江
戸
中
期
に
活
躍
し
た
狩
野
派
の
絵
師
、橘
守
国(

一
六

七
九―

一
七
四
八)

の
絵
手
本
集『
絵
本
直
指
宝
』延
享
二
年

（
一
七
四
五
）刊
に
収
録
す
る
も
の
で
す
。

　
近
世
住
吉
の
社
景
図
に
は
、寛
政
六
年(

一
七
九
四)『
住
吉

名
勝
図
会
』収
載
図
、同
八
年(

一
七
九
六)『
摂
津
名
所
図
会
』

収
載
図
、文
化
十
年(

一
八
一
三)『
摂
州
住
吉
宮
地
全
図
』な
ど

が
知
ら
れ
る
が
、本
図
は
そ
れ
ら
よ
り
半
世
紀
以
前
の
刊
行

に
な
り
ま
す
。

　
図
①
か
ら
②
に
か
け
て
、「
玉
川
」(

細
江
川)

と
神
社
と
の

間
に
は
、丸
山
稲
荷
の
あ
る
古
墳(

円
塚)

と「
ば
く
ら
う
が
池

(

博
労
ケ
池)

」が
あ
り
、古
く
池
沼
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。さ
ら
に
、現
在
の
住
吉
公
園
は
海
岸
の
松
原
あ
た
り

に
な
り
、名
勝「
長
峡
浦（
な
が
お
の
う
ら
）」の
旧
跡
を
示
し

て
い
ま
す
。ま
た
、図
③
④
⑤
は
住
吉
大
社
や
神
宮
寺
ほ
か
の

社
殿
が
整
然
と
並
ん
で
い
ま
す
が
、図
⑥
の
上
方
の
丘
陵
に

は
帝
塚
山
古
墳
と
お
ぼ
し
き「
て
い
王
山
」と
松
林「
ひ
め
松
」

が
あ
り
、下
方
の
海
辺
に
は「
か
た
ま
が
は
ま(

勝
間
ケ
浜)

」

と
い
う
古
称
が
見
え
て
お
り
、往
時
の
地
理
情
報
を
得
る
こ

と
の
で
き
る
貴
重
な
絵
画
資
料
と
い
え
ま
す
。（
小
出
英
詞
）

住
吉
公
園
の
原
風
景
を
彩
る
生
物
た
ち

―

「
御
田
」の
ハ
マ
ヒ
エ
ガ
エ
リ―

　

住
吉
大
社
の

創
建
以
来
行
な

わ
れ
て
い
た
と
さ

れ
て
い
る
神
事
に

「
御
田
植
神
事
」

が
あ
り
ま
す
。

　

稲
作
文
化
は
、

縄
文
時
代
後
期

頃
に
は
日
本
に

伝
来
し
、そ
れ
ま

で
の
ク
リ
や
カ
シ
な
ど
を
採
集
し
主
食
と
し
た
縄

文
文
化
を
駆
逐
し
て
、弥
生
文
化
が
成
立
し
て

い
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
は
、「
五
穀
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
、

「
米
、麦
、粟
、稗
、豆
」を
指
す
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、一つ
異
色
な
も
の
が
含
ま
れ
ま
す
。そ
れ
が
筆

頭
に
出
る「
米
」と
な
り
ま
す
。

　
イ
ネ
は
、元
来
熱
帯
地
域
の
植
物
で
す
か
ら
、

他
の
四
種
と
違
っ
て
、日
本
の
冬
を
越
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。日
本
中
に
水
田
・
陸
田
が
あ
り
ま

す
が
、自
力
で
春
を
迎
え
ら
れ
る
雑
草
化
し
た

「
イ
ネ
」は
、温
暖
化
の
進
ん
だ
現
在
で
も
な
い
の

で
す
。で
す
か
ら
、イ
ネ
は
人
間
の
手
で
冬
を
越
す

必
要
が
あ
り
、伝
来
し
て
以
来
ず
っ
と
、人
の
手
で

管
理
・
保
護
さ
れ
て
き
た
珍
し
い
植
物
と
な
り
ま

す
。そ
の
イ
ネ
を
栽
培
す
る
水
田
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
の
植
物
相
を
写
す
も
の
に
な
り
ま
す
の
で
、

大
社
の「
神
田
」の
よ
う
に
神
事
と
し
て
、古
代
よ

り
守
り
続
け
ら
れ
た
水
田
の
植
物
相
は
、非
常
に

貴
重
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、大
社
は
上
町
台
地
の
海
側
段
丘
上
に
あ

り
ま
す
。江
戸
前
期
の
大
社
の
景
観
が
よ
く
わ
か

る『
絵
本
直
指
宝
』の「
住
吉
名
所
之
図
」を
見
ま

す
と
、大
社
西
側
に
は
海
が
迫
っ
て
い
ま
す
が
、小

河
川
に
よ
る
陸
地
化
も
見
ら
れ
、海
水・汽
水・淡

水
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
ま
す
。（
下
絵
図
③

参
照
）

　
こ
れ
が
、元
禄
十
七
年（
宝
永
元
年 

一
七
〇
四
）

の
新
大
和
川
付
替
工
事
以
降
に
は
、多
量
の
土
砂

の
海
へ
の
流
出
に
よ
っ
て
、堺
津
も
住
吉
の
浦
も

埋
め
ら
れ
、北
島
・
南
島
・
加
賀
屋
・
萬
屋
新
田
が

造
成
さ
れ
る
基
に
な
り
、つ
い
に
は「
咲
洲
」ま
で

が
伸
び
出
し
、我
々
が
中
学
の
社
会
で
習
い
ま
し

た「
大
阪
府
は
日
本
で
一
番
面
積
が
小
さ
い
け
れ

ど
、日
本
を
牽
引
す
る
都
市
や
」と
云
う
誇
り
を

打
ち
砕
い
て
、面
積
で
香
川
県
を
抜
い
て
し
ま
う

下
地
が
で
き
た
の
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
大
社
を
取
り
巻
く
景
観
は
変
化

し
ま
し
た
が
、農
耕
地
と
云
う
の
は
面
白
い
も
の

で
、同
じ
場
所
で
、同
じ
技
法
で
作
ら
れ
て
い
ま
す

と
周
囲
の
環
境
が
変
化
し
て
も
変
わ
ら
な
い
部

分
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
す
。こ
の
一
典
型
が「
御

田
」に
随
伴
す
る
雑
草
群
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
）に
大
阪
市
立
自

然
史
博
物
館
に
よ
っ
て「
御
田
」の
植
物
調
査
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
時
に
見
つ
か
っ
た
植
物

の
中
に「
ハ
マ
ヒ
エ
ガ
エ
リ
」が
あ
り
ま
す
。こ
の

植
物
に
つ
い
て
は
、調
査
さ
れ
た
長
谷
川
匡
弘
氏

が
住
吉
大
社
の
社
報
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す

が
、再
度
こ
こ
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
の
植
物
相
を
表
現
す
る
言
葉
に「
海
浜
植

物
」と
云
う
の
が
あ
り
ま
す
。文
字
通
り
海
岸
部

で
も
生
育
で
き
る
植
物
た
ち
で「
ハ
マ
ア
ザ
ミ（
浜

薊
）」、「
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ（
浜
昼
顔
）」、「
ハ
マ
ダ
イ

コ
ン（
浜
大
根
）」、「
ハ
マ
ユ
ウ（
浜
木
綿
）」な
ど

が
あ
り
、ハ
マ（
浜
）の
字
を
持
つ
も
の
が
多
く
あ

り
ま
す
。

　
た
だ
、海
浜
植
物
に
も
二
つ
の
型
が
あ
っ
て
、浜

辺
の
環
境
に
完
全
に
適
応
し
て
い
る
も
の
と
、若

干
塩
水
に
耐
性
が
あ
る
の
で
淡
水
域
か
ら
汽
水

域
ま
で
生
育
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
ア
ワ
ガ
エ
リ（
粟
環
り
、粟
返
り
）」

や「
ヒ
エ
ガ
エ
リ（
稗
環
り
、稗
返
り
）」の
名
前
を

持
つ
植
物
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。漢
字
標
記
で

読
ん
だ
方
が
分
か
り
易
い
の
で
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
、

粟
や
稗
か
ら
変
っ
た
も
の
の
意
で
、全
く
遠
縁
の

別
種
植
物
に
作
物
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
粟
、稗

の
名
前
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
例
に
な
り
、こ
こ
で

冒
頭
に
紹
介
し
ま
し
た「
ハ
マ
ヒ
エ
ガ
エ
リ（
浜
稗

返
り
）」と
い
う
名
前
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
植
物
は
、海
浜
植
物
の
二
型
の
中
の
後
者

に
あ
た
っ
て
い
て
、汽
水
域
か
ら
淡
水
域
ま
で
生

育
で
き
る
の
で
す
。そ
の
た
め
、海
が
近
か
っ
た
時

代
に
汽
水
に
強
い
植
物
と
し
て
侵
入
し
、現
在
の

よ
う
に
完
全
な
真
水
の
田
に
な
っ
て
も
生
育
を
続

け
て
行
け
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
場
所
が
、住
吉
の
浦
近
く
で
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
貴
重
な
生
き
残
り
と
云
え
る
で

し
ょ
う
。（
寺
田
孝
重
）

明
治
三
〇
年
代
の
写
真
か
ら

　

前
回
ご
紹
介
し
た
上
田
貞
治
郎
の
写
真
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
な
か
に「
ナ
ン
バ・天
下
茶
屋
・
住
吉
」

と
題
字
に
注
記
さ
れ
た
ア
ル
バ
ム『
東
南
部
』が

あ
り
ま
す
。こ
の
う
ち
、大
き
く
写
さ
れ
た
印
象

的
な
高
燈
籠
の
頁
に
は
解
説
文
が
添
え
ら
れ
て
、

右
上
の
貞
治
郎
自
身
が
撮
影
し
た
昭
和
三
年（
一

九
二
八
）の
写
真
で
は
付
近
の
市
街
化
に
う
も
れ

る
様
子
と
対
比
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
頁
を
め
く
る
と
、下
段
右
手
か
ら
住
吉

神
社
の
御
田
お
よ
び
公
園
内
外
の
写
真
が
な
ら

び
、松
林
の
な
か
に
は
茶
屋
ら
し
き
建
物
が
み
え

ま
す
。こ
の
う
ち
、明
治
三
十
四
年（
一
九
〇
一
）三

月
三
日
、カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
員
の
集
合
写
真
に
目

を
む
け
る
と（
下
段
左
手
の
左
上
）、往
時
の

手
提
用
カ
メ
ラ
や
中
板
組
立
暗
函
も
見
え
て

い
ま
す
。緒
川
直
人
の
研
究
に
よ
る
と
、こ
れ

は
貞
治
郎（
上
田
文
斎
の
次
男
）の
実
兄
に
あ

た
る
野
々
村
藤
助
が
東
区
南
久
宝
寺
四
丁
目

で
香
料
化
粧
品
商（
石
鹸
・ガ
ラ
ス
器
の
製
造

販
売
で
も
有
名
）「
野
々
村
號
」経
営
の
か
た

わ
ら
、尚
美
写
真
倶
楽
部・大
阪
写
真
倶
楽
部

に
所
属
し
た
時
期
に
あ
た
り
、そ
の
野
外
撮

影
会
の
様
子
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。ま
た
境
内

か
ら
十
三
間
堀
川
あ
た
り
の
植
生
も
期
せ
ず

し
て
記
録
さ
れ
た
、貴
重
な
写
真
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。（
櫻
田
和
也
）

3面 2面

写真に見られる御田は淡水域にあり、下絵
図、図①、②、③の気水域から淡水域にかけ
ての江戸初期の情景や、右面中段の右上2枚
の明治中期の写真の光景とも重ね合わせて
みてください。（水内俊雄）
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【左上から時計まわりに】
 大坂住吉高燈籠
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　  住吉公園の西　松林の尽くる処、出見の濱辺に聳へたり。遠望極めて風趣ありしが、
　  現今茶亭や別荘建連り昔の勝景なし。写真は明治三十年頃のものである。
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